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第３期鉾田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（素案）に対する 

意見募集（パブリック・コメント）結果と意見に対する市の考え方について 

 

 

令和７年３月２６日 

 

 

１ 実施概要及び結果 

(１) 実施期間 

 令和７年２月５日（水）から令和７年３月６日（木）まで 

(２) 周知方法 

 ・鉾田市役所政策企画部政策秘書課窓口 

 ・旭市民センター総合窓口グループ窓口 

 ・大洋市民センター総合窓口グループ窓口 

 ・市ホームページ、市広報等 

(３) 意見提出方法 

 ・持参又は郵送 

 ・ファクシミリ 

 ・電子メール 

 ・いばらき電子申請・届出サービス 

(４) 意見数 

 ３件（１名） 
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２ 意見の概要と市の考え方 

№ 意見の内容 市の考え方 

１ 高齢者の活用を考えていただきたい。 

この町は、首都圏から一時間半程度の太

平洋に面した、古くは縄文時代から人々が

暮らしている豊かな土地である。それが首

都圏の方の別荘需要から変化し、現役を終

え高齢となった方々の終の棲家として移

ってくる土地にもなっている。しかし、高

齢者が生涯を終えるとき、その方々は、子

供親族であるか施設であるかを問わずこ

の地に住むのではなく、別の介護を受ける

地に移ってしまう傾向がある。結果そうし

た方々の遺産は当地には遺されない。高齢

者を最後まで安心して喜んで定住させる

施策が採られれば、いろいろな良い結果が

生じるのではなかろうか。また、別荘とし

て建てられた家屋は、道路と共に老朽化

し、農地を蝕むばかりか、年と共に独居化

が進み、福利厚生支援が届きにくくもなっ

てきている。集合化が急がれるところであ

る。市の計画には、移住者について、定住

促進も書かれているが、施策が充実してい

るとは見受けられない。 

 

本市においては、子どもや若者、高齢者

など市民全員が安心して住み続けられる

よう、基本目標として「自然溢れる環境で、

安心して暮らすことができる魅力的なま

ちをつくる」と設定し、施策の推進を図る

こととしています。 

その上で、P.83に記載のとおり、介護等

が必要になっても住み慣れた地域で暮ら

し続けることができるよう地域包括支援

センターを中心に相談事業等を行い、地域

における支え合いの体制づくりを進めて

いきたいと考えております。 

 また、高齢者のこれまで培った経験や知

見を若い世代や地域に還元していくこと

は重要だと考えております。このため、シ

ニアクラブ等の活動支援を通じて、高齢者

のいきがい作りに向けた取組を推進して

いきたいと考えております。 

今後とも、高齢者が安心して住み続け、

地域の中で活躍できる環境整備に努めて

まいります。 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

２ 大洋地区では、小学校統合により４校が

廃校になったが、その施設の利用を積極的

に進めてほしい。多くの案が出るだろう。

これを統合的に判断し、毎週いろいろなこ

とが行なわれる催事場として活用するこ

とは比較的容易なのではないだろうか。こ

の案件は早急に検討すべきものであろう。

この対策として、有り余っているといって

は失礼だが、高齢者に参画していただくこ

とを積極的に進めるのはいかがだろうか。

移住高齢者は、それまでの生きて来られた

環境によって、考え方も、趣味も、価値観

も、要求内容なども多種多様であろう。し

かし、高齢者は、現役を離れても知識・知

恵は持ち、生き甲斐を求めている。それを

利用しない手はないだろう。 

 

小学校統合による跡地利活用につきま

しては、P.62に記載のとおり「鉾田市学校

跡地利活用計画」における利活用方針に基

づき、効果的な取組を推進するため、一般

公募による民間事業者への売却などを進

めています。 

 また、鉾田市の歴史・文化継承を担う「と

くしゅくの杜」や地域の文化・スポーツ振

興など地域コミュニティの活動の場とな

る「地域活動館」などの行政利用も進めて

おり、高齢者をはじめとした地域の人々が

生きがいをもって生活できるまちづくり

を進めています。 

 現在、本件における高齢者の参画につい

ての予定はございませんが、今後、様々な

事業において、高齢者をはじめとした様々

な方の参画について検討したいと考えて

おります。 

 貴重なご意見ありがとうございました。 
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３ 多くの参加者を募って、各検討事項につ

いて、特異性、優位性、発展性、地域性、

採算性、法的適合性といった事項で事業可

能性を検討し、具体化を進めていただきた

い。 

 本計画においては、市民・市民団体をは

じめ、産業界・行政機関・教育機関・金融

機関・労働団体・報道機関・士業の関係者

で構成される「鉾田市まち・ひと・しごと

創生有識者会議」や庁内組織において、施

策の検討を進めてまいりました。 

また、本計画の策定にあたっては、市民

を対象としたアンケート調査を実施し、施

策検討の基礎資料としたところです。 

今後とも、様々な年代の方々の意見に耳

を傾けながら、効果的・効率的な事業の推

進と施策の検討を進めていきたいと考え

ております。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

 

 


